













平成22年 7 月 15 日学位授与年月日











































過程をヴァザーリの記述から分析する。以下の第 2 章と第 3 章では、ボッテイチェッリの作品を分析す













術家伝説」である。それは間違いなくヴァザーリの『芸術家列伝j (初版1550 ・第 2 版1568年)に端を






















































































































第 2 節では『地理学の七日間J の構成と出版の状況を明らかにした。構成において特筆されるのは、
本書がプトレマイオスの原テクストを大きく逸脱していることである。というのも、この書はプトレマ















































































































エリの『地理学の 7 日間』に光をあて、その起源、が古代のプトレマイオスの『地理学J の精神を現代に
生かしたものであるとした。それによって、フィレンツェの文化的・科学的先進性が内外に示されたの
であり、画家もこの流れに梓さすものであったことが論じられている。第 5 章では、都市図の版画家ロッ
セッリとボッティチェッリ作品との緊密な関係を明らかにし、画家自身がフイレンツェのアイデンテイ
ティ形成に腐心し、斬新な都市イメージを創りだしていったことを説得力あるかたちで論じている。
以上のような卓越した研究成果は、本論文がこの分野の研究にあって向後基準となりうることを示し
ている。それゆえ、本論文が斯学の発展に大きく寄与するものであることは疑いをいれない。よって、
本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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